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On the Solubility of Mannitol in Aqueous Alkaline Alcohols 
Hisatugu Sato， Mutsuo Morita， and Setsuo Ando 
Abstract 
Mannitol is one of the main components of PhaeoPhyceae， but it has not 
been prepared for commerciaI uses b巴causeof its difficulty in purification. A 
new manufacturing process of mannitoI from sea-weeds was devised by authors. 
The process consists mainly of dissolving mannitoI and other compoments other 
than aIginic acid and fibreョinsea-weeお inalkaIine aqueous aIcohols， so that 
mannitoI might be easily separated and crystallized out of the soIution. It had 
been known that alcohols sparingly dissolve mannitoI， but it was proved that 
mannitol fairly be soIuble in methanol and ethanoI containing suitable amounnts 
of water and alkaIi. In the pre淀川 paperauthors treat吋 ofthe soIubility of 










1 高橋武雄: 特許 108，973， 増訂海藻工業 P. 166 (1951) 
2 鳴川化学工業株式会社で実施されているといわれる
3 高橋武雄: 前出 P.215， 219 
4 Upson， Eluevog， and Albert : J.Phys. Chem.， 39， 1079 (1935) 














































沸.~においてマ ン ニット 10gを溶解するに要
する各含水率アルカリ度のメタノ{ル髭(g)
民ときl 。 3 5 
。 1068.0 460.0 142.2 75.1 
ラ 323.2 106.7 56.5 
一
10 399.0 214.0 78.3 43.5 
15 236.7 141. 3 60.8 36.2 
20 1'58.8 100.9 48.0 30.0 
25 12.8 72.3 39.6 24.5 
30 76.6 54.3 32.2 20.8 
35 55.3 42.5 27.6 19.2 
34.0 22.9 16.9 
一一一一一
50 25.4 22.3 17.1 12.7 
一一
60 17.4 16.0 12.7 12.0 
70 13.5 11.3 10.0 9.0 





ぷ弓 。 3 5 。 9.17 9.1ラ 8.50 8.30 
一
弓 9.32 9.14 8.94 8.25 
10 9.45 9.10 8.87 8.30 
15 9.45 9.08 8. 75 8.07 
20 9.44 9.12 8.80 8.17 
25 9.38 9.13 8. 7ラ 8.27 
30 9.39 9.13 8.82 8.20 
35 9.35 9.13 8. 75 8.22 
一一
40 9.35 9.22 8.80 8.20 
一一一一 一一一
50 9.36 9.12 8. 75 8.33 
一一一一
60 9.05 9. 18 8. 75 8.00 
70 8.90 9.07 8.86 8.21 
一 一一
80 8.80 8.95 8.23 8.20 
平均 9.26 9.12 8.73 i 8.21 
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リ度について曲繰1，I， il， N，のそれぞれの値そのものであるから，結局 10gから四直線
の高さの量を差引いたそれぞれの量0.74，0.88， 1.27， 1.79gのマン=ツトを100Cにおいて溶
解せしめるに要する各アルカル!支の合7Kメタノールの量は，それぞれ曲線1，I， 1lI， N，で
表わされること与なる。
(5U 
644 佐藤久次・森田陸夫・安藤節夫
(C) エタノー)J，.系溶剤に対する測定結果について
この場合も沸騰時;及び 100Cにおける溶解度の傾向はメグノ{ル系溶剤に対する場合と略々
同様であることを認めた。
V 結 吉正回目
禍藻類からマンニットを製造する溶剤としてアルカリ性合水アルコールは次の如き特徴を有
する。
(1 ) 合水率及びアルカリ度を調節することによりマンニットに対する溶解度を，大幅な範
囲内で自由に増減することが可能であるO
(2) 抽出残涯は充分防徽，防腐されているのでアルギン酸原料としての保存が容易である
ばかりでなく，藻休中のアルギン酸は既にアルギン酸ソーダとなっているから，簡単な処理に
よりアルギン酸ソ{ダを得ることが出来る。
(3) マンニットを分離した残出抽出液中には，原藻中に存在した呈味成分， ヨ{ド化合物
等が合まれているからこれを利用することが出来る。
(4) 合水アルゴ{ルであるため蒸発による溶剤の民失が少い。
かくてアルカリ性合水アルコ ~lレはマンニット製造溶剤として，極めて有望な将来性をもつ
ものといえよう。
終りに本研究の実施に当り御好意を頂いた北海道水産試験場長大島博士に厚く謝意を表する
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